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こ
の
作
品
は
、
小
磯
良
平
（
１
９
０
３
―
１
９
８
８
）

の
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）
の
卒
業
制
作

と
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
モ
デ
ル
は
、
小
磯
の
生
涯
の

友
人
で
あ
り
、
の
ち
に
詩
人
と
な
る
竹
中
郁
（
本
名
育
三

郎　

１
９
０
４
―
１
９
８
２
）
で
す
。
こ
の
こ
ろ
小
磯
は
、

東
京
美
術
学
校
の
卒
業
を
ひ
か
え
て
、
東
京
か
ら
戻
り
郷

里
の
神
戸
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
第
七
回
帝
展
に
出

品
さ
れ
て
特
選
を
受
賞
し
、小
磯
の
出
世
作
と
な
っ
た
《
Ｔ

譲
の
像
》（
兵
庫
県
立
美
術
館
蔵
）
も
こ
の
時
期
に
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
中
郁
は
中
学
校
か
ら
親
し
く
し
て
い
た
友
人
で
、
も

と
も
と
竹
中
も
画
家
志
望
で
し
た
が
、
父
の
反
対
に
あ
い

画
家
の
道
を
断
念
し
、
関
西
学
院
文
学
部
英
文
科
へ
入
学

し
て
い
ま
し
た
。
小
磯
の
卒
業
制
作
が
な
か
な
か
う
ま
く

進
ま
な
い
の
を
見
か
ね
て
、
竹
中
が
モ
デ
ル
を
引
き
受
け

た
と
い
い
ま
す
。

　
「
私
の
学
生
時
代
、
ア
ト
リ
エ
も
な
い
し
、
学
校
の
よ

う
に
簡
単
に
モ
デ
ル
が
あ
る
わ
け
で
な
い
。
卒
業
制
作
を

や
り
た
い
の
に
、
六
畳
の
日
本
間
で
家
人
が
び
っ

く
り
す
る
裸
の
モ
デ
ル
を
描
く
勇
気
も
な
く
、

何
を
や
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
時
だ
っ
た
。
よ

く
遊
び
に
来
て
い
た
竹
中
郁
君
に
座
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
、
ど
う
に
か
間
に
合
わ
せ
た
こ

と
が
あ
る
。」
と
小
磯
が
回
想
し
て
い
ま
す
。（
注
）

　

ラ
グ
ビ
ー
部
だ
っ
た
竹
中
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
ソ
フ
ァ
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
ま

す
。
神
戸
の
居
留
地
の
外
国
人
た
ち
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
は
、
早
く
か
ら
神
戸
に

根
付
い
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
ば
に
置
か
れ
た
パ
ラ
ソ
ル
や
、
赤
い
ラ
ン
タ

ン
な
ど
、
神
戸
の
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
に
充
ち
溢

れ
た
作
品
で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
昨
年
度
東
京
藝
術
大
学
で
修
復
が
ほ
ど

こ
さ
れ
、
表
面
の
黄
ば
ん
で
い
た
ワ
ニ
ス
な
ど
が
取
り
除

か
れ
て
い
ま
す
。
急
い
で
描
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
乾
燥
に
十
分
な
時
間
を
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
せ
い
か
、

顔
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
部
分
に
大
き
な
亀
裂
が
は
し
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
修
復
で
は
、
亀
裂
の
部
分
を
目
立
た
な

く
し
て
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
補
彩
が
ほ

ど
こ
さ
れ
ま
し
た
が
、
亀
裂
の
部
分
に
も
ま
ず
先
に
新
し

い
ワ
ニ
ス
を
塗
り
、
そ
の
上
か
ら
補
彩
を
施
し
て
、
将
来

ワ
ニ
ス
を
溶
か
さ
ず
に
補
彩
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
復
を
終
え
た
《
彼
の
休
息
》
は
、
描
か
れ
た
当
時
の

美
し
い
色
彩
を
取
り
戻
し
、
小
磯
の
的
確
な
描
写
力
を
あ

ら
た
め
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
造
作
に

脱
い
で
置
か
れ
た
シ
ュ
ー
ズ
は
、
ゴ
ッ
ホ
が
繰
り
返
し
描

い
た
《
一
足
の
靴
》
の
モ
チ
ー
フ
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
椅
子
の
横
に
描
か
れ
た
マ
ネ
の
画
集
の
ブ
ル
ー

グ
レ
ー
の
美
し
さ
に
も
目
を
う
ば
わ
れ
ま
す
。

　

東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
小
磯
良
平
は
、
竹
中
と
と

も
に
パ
リ
に
２
年
間
遊
学
し
ま
す
。
小
磯
は
美
術
学
校
へ

通
う
か
た
わ
ら
美
術
館
な
ど
で
西
洋
美
術
を
研
究
し
、
竹

中
も
ま
た
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
や
マ
ン
・
レ
イ
な
ど
の

芸
術
家
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
神
戸
が
生
ん
だ
二
人
の
若

い
才
能
は
、
帰
国
後
、
画
家
と
詩
人
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道
で
大
き
く
開
花
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
二
人
の
交

流
は
、
生
涯
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
っ
た
の
で
す
。

注　
「
私
の
モ
デ
ル
・
竹
中
郁
君
」
朝
日
新
聞　

１
９
５
３
（
昭
和

28
）
年
3
月
21
日

佐
藤　

秀
彦
（
当
館
学
芸
課
長
）

小磯良平《彼の休息》　1927（昭和2）年
油彩・キャンバス　146.3×112.0cm　東京藝術大学所蔵

（郡山市立美術館で、5月21日から6月16日まで「生誕110年　小磯良平の世界」
展で展示されます。）

　《彼の休息》の修復は、東京藝術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻保存修復
油画研究室によって平成24年度に行われた。修復記録は、同研究室の木島隆康教授
よりご協力をいただいた。記して感謝いたします。

平成25年4月20日（土）〜 6月16日（日）
会　　場　郡山市立美術館
時　　間　午前9時30分〜午後5時
　　　　　（入館は午後4時30分まで）
休 館 日　毎週月曜日休館（祝日の場合は翌日休館）
観 覧 料　一　　般　800（640）円
　　　　　高・大生　500（400）円
　　　　　※中学生以下・65歳以上の方、障がい者
　　　　　　手帳をお持ちの方は無料
主　　催　郡山市立美術館　福島民友新聞社
　　　　　福島中央テレビ　読売新聞社
　　　　　美術館連絡協議会
特別協力　兵庫県立美術館
協　　賛　ライオン　清水建設　大日本印刷
　　　　　損保ジャパン
協　　力　日本通運

講 演 会　「日本洋画史の中の小磯良平」
講　　師　島田康寛氏（神戸市立小磯記念美術館長）
日　　時　6月2日（日）　午後2時〜
場　　所　多目的スタジオ（入場無料）

生誕110年　小磯良平の世界
―人生への賛歌―

《彼の休息》修復後

《彼の休息》修復前部分

小
磯
良
平
と
竹
中
郁

《
彼
の
休
息
》
を
め
ぐ
る
友
情
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『
モ
チ
モ
チ
の
木
』
は
１
９
７
１
年
の
発
行
以

来
１
３
０
万
部
と
い
う
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
絵
本
で
、

小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
で
読
ん
だ
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
祖
父
と

ふ
た
り
で
暮
ら
す
少
し
臆
病
な
少
年
・
豆
太
が
、

夜
に
な
っ
て
腹
痛
を
起
こ
し
た
祖
父
の
た
め
に

夜
道
を
走
っ
て
医
者
を
呼
び
に
行
く
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
、
豆
太
の
不
安
や
恐
怖
、
安
堵
な
ど

の
心
理
を
象
徴
す
る
大
き
な
木
の
存
在
が
印
象

的
な
絵
本
で
す
。

　

挿
絵
の
作
者
・
滝
平
二
郎
（
１
９
２
１
〜

２
０
０
９
）
は
茨
城
県
に
生
ま
れ
、
版
画
家
と

し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
本
の
装
丁
や
挿
絵

も
多
く
手
が
け
る
一
方
、
１
９
７
０
年
か
ら
８

年
余
り
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
き
り
え
作
品

が
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
日
本
の
四
季
の
風
景

を
描
い
た
き
り
え
作
家
と
し
て
ご
存
じ
の
方
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

児
童
文
学
者
・
斎
藤
隆
介
（
１
９
１
７
〜

１
９
８
５
）と
組
ん
だ
絵
本
が
評
判
と
な
り
、『
八

郎
』（
１
９
６
７
年
）、『
花
さ
き
山
』（
１
９
６
９

年
）、『
三
コ
』（
１
９
６
９
年
）
な
ど
に
続
い
て

出
版
さ
れ
た
の
が
『
モ
チ
モ
チ
の
木
』
で
し
た
。

今
回
は
こ
れ
ら
の
絵
本
原
画
の
魅
力
を
十
分
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
、
ご
遺
族
の
ご
協
力
を
得

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
た
に
ア
ト
リ
エ

で
発
見
さ
れ
た
『
花
さ
き
山
』
の
試
作
や
『
モ

チ
モ
チ
の
木
』
の
原
画
の
う
ち
改
訂
の
際
に
差

し
替
え
ら
れ
た
初
版
の
た
め
の
原
画
１
点
な
ど

も
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。『
モ
チ
モ
チ
の
木
』

の
原
画
が
全
点
展
示
さ
れ
る
の
は
初
め
て
と
い

う
こ
と
で
、
見
応
え
あ
る
展
覧
会
に
な
り
そ
う

で
す
。

　

滝
平
の
代
表
作
と
も
い
え
る
『
モ
チ
モ
チ
の

木
』
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
聞
く
と

「
怖
い
」
と
い
う
声
も
。
そ
れ
は
豆
太
の
直
面
し

た
恐
怖
や
不
安
に
感
情
移
入
し
た
証
し
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
が
、
滝
平
の
人
物
像
の
描
写
に

も
一
因
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
黒
い
紙
を

カ
ッ
タ
ー
で
切
り
抜
く
と
い
う
方
法
で
描
か
れ

る
滝
平
の
人
物
像
は
、
独
特
の
太
い
輪
郭
線
で

つ
な
が
っ
た
目
が
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

鋭
い
ま
な
ざ
し
の
表
現
は
子
ど
も
の
心
に
強
い

印
象
を
残
す
こ
と
で
し
ょ
う
。「（
事
柄
の
本
質

な
ど
を
）
か
な
り
正
確
に
、
し
か
も
容
赦
な
く

感
受
す
る
能
力
が
あ
る
」
子
ど
も
を
「
な
め
て

は
い
け
な
い
」
と
語
っ
た
滝
平
の
こ
と
ば
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
も
真
摯
に
向
き
合
っ
て
制
作
し

た
作
家
の
姿
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
「
滝
平
二
郎
展
」
に
は
絵
本
の
原
画

の
ほ
か
、
作
家
・
滝
平
二
郎
の
出
発
点
と
な
っ

た
木
版
画
作
品
、
ま
た
貴
重
な
デ
ッ
サ
ン
や
下

絵
な
ど
１
８
０
点
ほ
ど
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
印

刷
物
で
は
伝
わ
ら
な
い
紙
の
切
り
口
や
質
感
な

ど
、
原
画
の
迫
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
今

年
の
夏
の
展
示
室
に
は
、
な
つ
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
風
景
が
広
が
り
ま
す
…
。　
　
（
中
山
恵
理
）

関
連
行
事

●
対
談
「
滝
平
二
郎
の
原
風
景
」

日
時　

７
月
15
日
（
月
・
祝
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

講
師　

滝
平
加
根
さ
ん

　
　
　
（
滝
平
二
郎
長
男
）

　
　
　

村
田
哲
朗
さ
ん

　
　
　
（
町
田
市
立
国
際
版
画美術

館
館
長
）

●
朗
読
会

日
時　

７
月
13
日（
土
）、８
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時
〜

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

出
演　

児
玉
理
恵
さ
ん

　
　
　
（
Ｔ
Ｕ
Ｆ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

●
寄
席
「
正
楽
紙
切
り
の
世
界
」

日
時　

８
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

出
演　

林
家
正
楽
（
紙
切
り
）

　
　
　

林
家
正
雀
（
落
語
）

　
　
　

長
澤
あ
や
（
お
噺
子
）

●
映
画
会
「
キ
リ
ク
と
魔
女
」

日
時　

７
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

●
映
画
会
「
ひ
め
ゆ
り
」

日
時　

８
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

※
以
上
、
開
場
は
開
始
30
分
前

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時　

７
月
６
日（
土
）、８
月
10
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

会
場　

企
画
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

講
師　

当
館
学
芸
員

●
美
術
講
座
「
滝
平
二
郎
の
仕
事
」

日
時　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

会
場　

講
義
室
（
無
料
）

講
師　

当
館
学
芸
員

《金魚》　1977（昭和52）年
きりえ、墨、水彩・紙
32.5×20.0cm

『モチモチの木』より《豆太》（部分）
1971（昭和46）年
きりえ、墨、水彩・紙©JIRO TAKIDAIRA(Office Takidaira 2013)

滝平二郎展

展

《『モチモチの木』カバー》　1971（昭和46）年
きりえ、墨、水彩・紙　28.5×48.5cm

《鎌-その２》　1964（昭和39）年
木版、油彩、銀箔・紙　30.7×42.4cm

会　　期　６月29日（土）〜８月25日（日）　
休 館 日　毎週月曜日（7月15日（月）は開館、翌日休館）
開館時間　午前9時30分〜午後5時（最終入館は午後4時30分）
観 覧 料　一般500(400)円　高校・大学生300(240)円

※（　）内は20名以上の団体料金。中学生以下、65歳以上
の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料。

主　　催　郡山市立美術館
特別協力　滝平二郎事務所
協　　力　岩崎書店　福音館書店
企画・運営協力　キュレイターズ
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　平成23年3月11日、あの震災の直後から、被災地へは国内外からの救援の
手が差し伸べられ、物質的な復旧は少しずつ進み始めました。しかし、被災地
住民の心の中には今でも深い傷が残されています。とくに福島県は地震被害の
ほか、福島第一原発の事故による放射能汚染によっていまだ自宅へ帰還できな
い人々がおり、震災が収束したとは決していえない状況にあります。
　その震災から2年が経過した今年、愛知県美術館所蔵品による展覧会を開催
することになりました。「震災復興支援」をうたうこの展覧会は、すぐれた美
術作品の持つ力によって被災した人々の心を癒し、未来へ進んでほしいという
愛知県からのメッセージが込められています。
　愛知県美術館は、1955（昭和30）年開館の愛知県文化会館美術館を前身
とし、1992（平成4）年10月、名古屋市の中心・栄地区に新設された国内有
数のオペラ劇場を備えた複合文化施設「愛知芸術文化センター」内にリニュー
アルオープンしました。国内有数のコレクションを誇る美術館ですが、中でも、
クリムトの《人生は戦いなり（黄金の騎士）》は世界的な名作であり、大規模
なクリムトの個展以外には貸出されない逸品です。
　今回はその優れたコレクションから2つのテーマに基づいて約70点出品され
ます。

⑴　日本人と自然
　日本人ははるか昔から自然を畏れ、慈しみ、敬いながら共生してきました。しかし、
近代になってその精神を忘れ、自然の力を侮った行為が行われ、その結果、たびたび
強烈な自然界の報復を受けてきました。その繰り返された自然災害の歴史すら軽んじ
た結果が今回の震災といってもいいでしょう。
　このコーナーでは、江戸時代以来の日本絵画に込められた、日本人の伝統的な自然
への畏敬の念を再確認していただければ、と思います。

⑵　無常と祈り
　今回の震災によって失われた多くの生命への鎮魂、そして真の復興への祈りを託す
とともに、現実や自分自身を見つめ直し、さらに未来へのステップとなるような作品
を展示します。クリムトの名作《人生は戦いなり（黄金の騎士）》はじめ、江戸時代の
文人画や近代の日本画、洋画などが出品されます。

（鈴木誠一）

　

平
成
24
年
度
、作
品
の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

・
佐
藤
忠
雄
様
、
英
雄
様
、
文
雄
様
、
芳
雄
様
、

信
雄
様
か
ら
《
亀
井
家
伝
来
資
料
》

・
秋
本
倫
子
様
か
ら
亀
井
至
一
作
《
美
人
》（
石

版
画
）、作
者
不
詳
《
金
州
ノ
占
領
》（
木
版
画
）

・
佐
藤
静
司
様
か
ら
三
木
宗
策
作
《
達
磨
》《
根

付
》（
以
上
木
彫
）、《
秋
の
図
》《
木
菟
の
図
》

《
露
草
》（
以
上
色

紙
）、
柳
沼
曹
雲
作

《
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
》《
張

り
子
の
虎
》（
以
上

色
紙
）、
佐
藤
静
司

作
《
ガ
マ
》（
木
彫
・

三
木
宗
策
の
模
刻
）

［
写
真
］

・
平
澤
三
之
助
様
か
ら
平
澤
熊
一
作
《
台
湾
台
北

大
稲
埕
》《
発
芽
》《
建
築
物
と
月
》《
林
》（
以

上
油
彩
画
）

平
成
24
年
度
版
所
蔵
品
目
録
と

Ｖ
Ｔ
Ｒ
紹
介

　

平
成
24
年
度
末
、
開
館
20
周
年
を
機
に
全
収
蔵

品
目
録
を
発
行
し
ま
し
た
。
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
所
蔵

品
等
を
ご
紹
介
す
る
Ｖ
Ｔ
Ｒ
も
あ
り
ま
す
。
リ
ス

ト
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
受
付
で
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
を
借
り
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
（
各
10
〜
20
分

程
度
の
収
録
時
間
で
す
）。

◦
自
然
と
と
も
に　

華
麗
な
る
イ
ギ
リ
ス
近
代
美

術
の
流
れ

◦
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
旋
律　

佐
藤
潤
四
郎
の

世
界

◦
日
本
の
水
彩
画

震 災 復 興 支 援

小川芋銭《若葉に蒸さるる木精》
1921（大正10）年　絹本墨画淡彩／軸
72.5×48.7cm

グスタフ・クリムト《人生は戦いなり（黄金の騎士）》
1903年　油彩、テンペラ、金・キャンバス　
100.0×100.0cm

平成25年８月31日（土）〜10月20日（日）
休 館 日　毎週月曜日（９月16日、23日、10月14日は開館、各翌日休館）
開館時間　午前９時30分〜午後５時（最終入館は午後４時30分）
観 覧 料　一般800（640）円、高校・大学生500（400）円
　　　　　※（　）内は20名以上の団体料金。中学生以下、65歳以上、障がい者手帳をお持ちの方は無料。
主　　催　郡山市立美術館　愛知県美術館

寄
贈
作
品
紹
介

愛知県美術館所蔵品展
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◦
イ
ギ
リ
ス
版
画
の
魅
力　

ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー

ダ
ー
氏
を
訪
ね
て

◦
イ
ギ
リ
ス
の
水
彩
画

◦
日
本
の
近
代
版
画[

版
芸
術
の
開
花]

◦
描
か
れ
た
東
海
道　

知
ら
れ
ざ
る
明
治
の
画

家
・
亀
井
竹
二
郎

◦
画
業
60
年
の
軌
跡　

鎌
田
正
蔵

◦
帰
去
来　

日
本
画
家
・
安
藤
重
春

◦
近
代
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
け　

ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー

◦
画
家
・
佐
藤
昭
一
〈
交
響
す
る
絵
画
〉

◦
彫
刻
家
・
佐
藤
静
司
の
仕
事

◦
雪
村
周
継
「
四
季
山
水
図
屏
風
」

◦
湯
浅
譲
二
氏
に
聞
く　

Y
uasa Joji

に
よ
る

湯
浅
譲
二

◦
演
劇
実
験
室
◉
万
有
引
力
特
別
公
演
『
100
万
光

年
の
彼
方
劇
＝
劇
的
小
道
具
序
説
』

◦
蠅
の
映
写
技
師　

根
本
豊
◉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
記
録

◦
三
木
宗
策
の
木
彫

◦
イ
ギ
リ
ス
19
世
紀
末
の
画
家　

バ
ー
ン=

ジ
ョ
ー
ン
ズ

　

昨
秋
、
郡
山
市
立
美
術
館
に
て
嬉
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
帰
省
の
支
度
を
し
つ
つ
、
ふ
と
目
に

し
た
同
展
の
案
内
は
、
長
ら
く
訪
問
を
願
っ
て
い

た
私
に
は
千
載
一
隅
の
好
機
だ
っ
た
の
で
す
。

　

初
日
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
あ
る
と
知
り
、

両
親
や
避
難
生
活
が
続
く
親
戚
達
、
親
友
達
と
の

久
々
の
再
会
と
い
う
様
々
な
思
い
が
め
ぐ
る
京
都

か
ら
の
道
行
が
、
少
し
心
躍
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
同
館
の
開
放
的
な
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
期
待
が
膨
ら
み
、
弾
む
心
と
息
を

抑
え
つ
つ
、
中
山
恵
理
学
芸
員
の
解
説
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
（
写
真
）。

　

同
館
は
英
国
の
近
代
美
術
や
工
芸
、
日
本
の
近

現
代
の
美
術
や
工
芸
の
体
系
的
な
収
集
が
高
く
評

価
さ
れ
、
加
え
て
十
九
世
紀
の
英
国
の
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
の
収

蔵
品
な
ど
も
あ
り
、
実
は
私
の
密
か
な
お
目
当
て

も
同
館
の
貴
重
な
工
芸
・
ク
ラ
フ
ト
や
デ
ザ
イ
ン

に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
今
回
、
心
を
揺
る
が
す
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
英
国
の
画
家
が
明
治
期
の
日
本
の
情

景
を
描
い
た
《
雪
の
京
都
、
祇
園
へ
ゆ
く
道
》（
水

彩
、ヴ
ァ
ー
レ
ー
）
や
《
西
洋
紳
士
ス
ケ
ッ
チ
の
図
》

（
油
彩
、
ワ
ー
グ
マ
ン
）、
日
本
の
画
家
が
油
彩
で

描
い
た
《
舞
阪
駅　

自
渡
口
望
荒
井
》（
亀
井
竹
二

郎
）、《
風
俗
図
屏
風
》（
五
姓
田
芳
柳
）、《
収
穫
》（
浅

井
忠
）、《
風
景
（
鳥
海
山
）》（
高
橋
由
一
）、
中
川

八
郎
が
水
彩
で
描
い
た
《
お
ぼ
ろ
月
夜
》、《
秋
郊
》

な
ど
で
す
。

　

油
彩
や
水
彩
も
現
在
で
は
一
般
的
で
す
が
、
幕

末
頃
に
西
洋
（
主
に
英
国
）
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

技
法
で
す
。
チ
ュ
ー
ブ
に
入
っ
た
絵
具
が
登
場
し
、

目
に
し
た
も
の
を
色
彩
を
伴
っ
て
即
座
に
描
く
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
当
時
は
画
期
的
な
も
の
で
し

た
。

　

外
国
人
画
家
に
と
っ
て
は
、
自
国
の
風
物
で
は

な
く
、
長
い
鎖
国
を
解
い
た
未
知
の
国
、
日
本
を

描
く
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
《
西
洋
紳
士
ス
ケ
ッ
チ
の
図
》
の
紳
士
は
カ
ン
バ

ス
と
絵
具
箱
を
膝
に
置
き
せ
っ
せ
と
絵
筆
を
運
ん

で
い
ま
す
。
傍
ら
に
座
り
込
ん
だ
二
人
が
み
つ
め

る
先
に
は
紳
士
の
絵
筆
が
描
き
だ
す
入
り
江
の
風

景
が
拡
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

彼
ら
が
描
い
た
数
々
の
情
景
か
ら
は
、
幕
末
そ

し
て
明
治
へ
と
、
時
代
の
端
境
期
に
生
き
た
人
々

の
眼
差
し
が
伝
わ
り
ま
す
。
絵
の
中
の
人
物
の
ひ

と
り
一
人
や
ひ
と
つ
一
つ
の
家
の
中
に
、
人
々
の

大
切
な
日
々
の
暮
ら
し
が
、
確
か
に
あ
っ
た
こ
と

を
強
く
実
感
し
、
温
か
な
感
動
が
身
体
の
中
に
溢

れ
て
き
ま
し
た
。

　

何
気
な
い
一
枚
の
風
景
画
で
す
が
、
目
に
映
る

画
面
を
越
え
て
想
い
を
馳
せ
て
い
る
と
、
中
山
さ

ん
の
柔
ら
か
な
声
に
誘
わ
れ
て
、
い
つ
し
か
自
身

も
時
間
や
空
間
を
越
え
て
、
気
が
付
く
と
自
分
の

周
り
に
絵
の
中
の
情
景
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
不
思
議
な
思
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
す
年
月
が
長
く
な
り
、
思

い
は
あ
っ
て
も
何
も
で
き
ず
に
い
る
自
分
が
も
ど

か
し
い
ば
か
り
で
し
た
が
、
同
館
へ
の
訪
問
は
、

そ
ん
な
自
分
の
心
境
に
静
か
な
変
化
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

や
っ
ぱ
り
福
島
が
大
好
き
だ
、
福
島
で
生
れ
て

よ
か
っ
た
と
、
故
郷
の
こ
と
、
人
々
の
想
い
を
も
っ

と
も
っ
と
知
り
た
い
と
。
福
島
の
風
土
に
育
ま
れ

て
、
現
在
の
自
分
が
在
り
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
心
か
ら
の
感
謝
の
念
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　

京
都
の
並
河
靖
之
七
宝
記
念
館
の
学
芸
に
携
わ

り
、
当
館
も
今
年
十
周
年
と
な
り
ま
す
。
節
目
を

越
え
て
、
新
た
な
季
節
を
迎
え
た
郡
山
市
立
美
術

館
の
着
実
な
歩
み
に
倣
い
、
当
館
も
歳
月
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
、
未
来
へ
と
希
望
を
大
き
く
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
、
帰
省
に
は
福
島
や
郡
山
を
経
由
す
る

の
が
常
と
な
り
、
で
も
そ
の
御
蔭
で
、
故
郷
・
福

島
と
の
新
た
な
出
会
い
が
増
え
た
こ
と
を
喜
び
と

で
き
る
よ
う
、
日
々
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
、
ま
た
、
美
術
館
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

開館２０周年
ベスト・セレクション

所蔵作品日英近代美術名品選
―郡山市立美術館の新たな季節に寄せて―

武藤　夕佳里（並河靖之七宝記念館学芸員・南相馬市出身）開館20周年　ベスト・セレクション
所蔵作品日英近代美術名品選

平成24年９月22日（土）〜10月14日（日）

平成24年度版所蔵品目録（右）とVTR「イギリス19世紀末の画家　
バーン＝ジョーンズ」
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昨年度の連続講座＜アート・テーク＞。身近な「もの」からアートを捉え、アー
トと私たちとの関わりを参加者とともに探っていきました。今年度も開催し
ますので、どうぞお気軽にご参加ください（今年度の予定は最終面をご覧く
ださい）。

第１回「ものの情報を読む～「布」と人」	 平成24年11月17日㈯
第２回「もの作る国～日本的創作史」	 平成24年12月15日㈯
第３回「名作の誕生～美術の歴史、鑑賞の歴史～」	 平成25年１月19日㈯
第４回「ものが「動く」」	 平成25年２月16日㈯
第５回「美術館の誕生　～郡山市立美術館への旅～」	 平成25年３月16日㈯

講師：佐治ゆかり（当館館長）
会場：講義室

　
皆
さ
ん
は
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
ご
存
知
で
す

か
？

　
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
専
用
の
ペ
ン
を
使
っ

て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
手
書
き
す
る
西
洋
の
書

道
で
す
。
時
に
華
麗
に
、
ま
た
時
に
は
重
厚
感

あ
ふ
れ
る
形
に
と
様
々
な
ス
タ
イ
ル
（
書
体
）

を
持
つ
手
書
き
文
字
の
世
界
。
例
え
ば
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
披
露
宴
会
場
の
入
り
口
に
お
か
れ

て
い
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
、
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ

ル
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い

書
物
な
ど
で
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
現
代
は
パ
ソ
コ
ン
一
つ
で
簡
単
に
素
敵
な
文

字
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。

そ
ん
な
中
に
お
い
て
自
分
の
手
で
美
し
い
文
字

を
紡
ぎ
だ
す
こ
と
に
魅
せ
ら
れ
て
早
15
年
。い
っ

た
い
何
が
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
時
に
ど
こ
の
国
が
発
祥
で
す
か
と
尋
ね
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
厳
密
に
答
え
る
と
文

字
の
歴
史
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
粘
土
板
に
残
る
楔
形
文
字
、
石
碑
に
刻
ま

れ
た
も
の
や
パ
ピ
ル
ス
（
パ
ピ
ル
ス
と
い
う
植

物
の
茎
を
用
い
た
紙
の
語
源
と
な
っ
た
素
材
）

に
葦
で
書
か
れ
た
文
字
、
更
に
羊
や
山
羊
皮
を

使
っ
て
作
ら
れ
た
羊
皮
紙
の
世
界
。
時
代
と
と

も
に
素
材
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
適
し
た
形
で
文

字
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
現
代
で
は
あ
る
程

度
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
基
本
的
に
は
ス
タ
イ
ル
の
約
束
事
に
従
っ
て

練
習
す
れ
ば
誰
で
も
美
し
い
文
字
が
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
と
は
い
え
、常
に
定
規
で
測
っ

た
よ
う
に
同
じ
も
の
が
書
け
な
い
の
が
面
白
味

で
あ
り
手
書
き
の
温
か
み
に
つ
な
が
る
わ
け
で

す
。
年
月
を
か
け
て
自
分
な
り
の
美
し
い
形
を

作
り
上
げ
て
い
く
、
そ
れ
が
魅
力
の
一
つ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
何
よ
り

文
字
を
書
く
わ
け
な
の
で
、
何
ら
か
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
言
葉
に
の
せ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
た
め
だ
け

で
な
く
、
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
に
も
な
り
、
相
手
を
思
い
な
が
ら
時

間
を
か
け
て
作
り
上
げ
る
尊
く
も
貴
重
な

も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
最
後
に
、
身
近
な
も
の
で
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー

体
験
を
し
て
み
た
い
方
へ
。
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー

は
ペ
ン
先
が
平
ら
な
専
用
の
ペ
ン
を
使
い
ま
す
。

ペ
ン
先
の
角
度
を
一
定
に
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て

文
字
の
中
に
太
い
線
細
い
線
が
生
ま
れ
ま
す
。

（
蛍
光
マ
ー
カ
ー
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
）「
割
り
箸
」に
よ
っ
て
は
根
本
が
斜
め
に
カ
ッ

ト
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど

ペ
ン
先
と
似
た
形
と
な
り
ま
す
。
割
り
箸
に
イ

ン
ク
や
絵
の
具
を
つ
け
て
お
試
し
に
な
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
楽
し
み
が
一
つ
増
え

る
事
を
願
っ
て
…
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
じ
め
て
の
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー

平
成
24
年
12
月
16
日
（
日
）

会
場
　
創
作
ス
タ
ジ
オ

講
師
　
安
野
由
希
氏
（
カ
リ
グ
ラ
フ
ァ
ー
）

安  

野
　
由  

希
（
カ
リ
グ
ラ
フ
ァ
ー
）

安野由希氏

カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
魅
力
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ワークショップ
ガラスの装飾・サンドブラスト講座
平成24年10月13日（土）・14日（日）
会場：創作スタジオ他
講師：安田れい子氏（ガラス作家）

細かい砂を勢いよく吹きつけてガラスなどの
表面を研削するサンドブラスト。段彫りなど
の技法も加え、ペーパーウェイトなどにすり
ガラスの風合いの装飾を施しました。

トーク・ライブ
平成25年２月11日（月・祝）
会場：多目的スタジオ
講師：佐藤三郎氏（けるぷ農場会長）、
　　　及川正通氏（イラストレーター）

バーン=ジョーンズ展講演会
バーン=ジョーンズとウィリアム・
モリス―イギリス19世紀末の美学
平成24年11月23日（金・祝）
会場：多目的スタジオ
講師：河村錠一郎氏（一橋大学名誉教授）

バーン=ジョーンズが生きた時代の、主にイ
ギリスの芸術思潮について、最新情報となる
映像なども含めながらお話いただきました。

ミュージアム・コンサート
ジョン・グルール・ボン・ミュジシャン
平成24年11月４日（日）
会場：階段ホール
演奏：名倉亜矢子氏、辻康介氏、
　　　上田美佐子氏、近藤治夫氏、
　　　立岩潤三氏

バグパイプ、ハーディガーディ、フィドルな
ど、中世の楽器と歌、語りで芝居仕立ての楽
しいコンサートでした。

対談「『ぴあ』表紙絵の誕生」
平成25年１月26日（土）
会場：多目的スタジオ
講師：及川正通氏（イラストレーター）、
　　　矢内　廣氏（ぴあ株式会社代表取締役社長）

第５回風土記の空
平成24年11月13日（火）〜 12月16日（日）
会場：展示ロビー

ワークショップ
紙の造形講座　絵のない絵本を
つくる
平成25年３月16日（土）、17日（日）
会場：創作スタジオ
講師：斎藤真紀氏（造形作家）

ワークショップ
銅版画（多色刷り）講座
平成25年２月23日（土）、24日（日）、
３月２日（土）、３日（日）
会場：創作スタジオ
講師：日向野桂子氏（銅版画家）

佐藤氏が中心になって1975年に郡山市総合体育
館で開催された「空飛ぶカーニバル」。そのポス
ターを制作し、ミュージシャンとしても参加した
及川氏。実に38年ぶりの再会に、会場はパーテ
ィーのような雰囲気に包まれました。

この日が初日の「現代の浮世絵師　及川正通原画展」に合
わせて、午前中には及川氏のギャラリートークがあり、ぴ
あの社員でも聞いたことがない表紙絵の裏話でいっぱいの
対談になりました。

作品を制作した中学生たちが展示をしました。ワイヤーや額と格闘しながら、「見せる」
ってたいへんだなー、と思ってくれたことでしょう。意外に経験できない貴重な機会
になりました。
参加校／日和田中学校、片平中学校、守山中学校、郡山第四中学校、郡山第一中学校、
郡山第七中学校、緑ヶ丘中学校（計７校）

カラーペーパーを切ったり穴をあけたり
して、絵も文字もない、造形的なアイデ
アに満ちた絵本を作りました。

繊細な線を表現できるエッチングと色面を表
現できるアクアチントを併用して、本格的な
銅版画制作にじっくりと取り組みました。
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第１回「型―狂言の身体・演出―」
　　　　特別講師：野村萬斎氏（狂言師）
　　　　日　　時：５月29日（水）午後２時30分〜
　　　　会　　場：多目的スタジオ
第２回「モノをみる力―若冲登場」
　　　　特別講師：ジョー・プライス氏（絵画コレクター）
　　　　　　　　　エツコ・プライス氏
　　　　　　　　　内山淳一氏（仙台市博物館副館長）
　　　　日　　時：７月25日（木）午後２時〜
　　　　会　　場：多目的スタジオ
第３回「日本人の＜もの＞観」
　　　　講　　師：佐治ゆかり（当館館長）
　　　　日　　時：９月21日（土）午後２時〜
　　　　会　　場：講義室

第４回「知のかたち―大学博物館編①」
　　　　講　　師：佐治ゆかり（当館館長）
　　　　日　　時：11月16日（土）午後２時〜
　　　　会　　場：講義室
第５回「知のかたち―大学博物館編②」
　　　　講　　師：佐治ゆかり（当館館長）
　　　　日　　時：平成26年１月18日（土）午後２時〜
　　　　会　　場：講義室
第６回「ものが語る、ものを語る」
　　　　講　　師：未定
　　　　日　　時：平成26年３月
　　　　会　　場：多目的スタジオ
※各回とも参加は無料ですが、回によっては事前の参加申込が必要
　です。詳細は美術館までお問い合わせください。

Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ Ｒ Ｍ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

第
12
回
風
土
記
の
丘
の
美
術
展

郡
山
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
作
品
展

７
月
23
日（
火
）〜
８
月
25
日（
日
）

主
催
／
郡
山
市
立
美
術
館

　
　
　

郡
山
市
小
学
校
造
形
教
育
研
究
会

場
所
／
展
示
ロ
ビ
ー

　

市
内
を
５
つ
の
地
域
に
分
け
て
、
週
替

わ
り
で
展
示
し
ま
す
。
展
覧
会
と
あ
わ
せ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
１
期
７
月
23
日（
火
）〜
７
月
28
日（
日
）

片
平
、
喜
久
田
、
熱
海
、
熱
海
石
筵

分
校
、
安
子
島
、
上
伊
豆
島
、
湖
南
、

富
田
西
、
桑
野
、
小
山
田

第
２
期
７
月
30
日（
火
）〜
８
月
４
日（
日
）

安
積
第
一
、
安
積
第
二
、
安
積
第
三
、

永
盛
、
守
山
、
御
代
田
、
高
瀬
、
谷

田
川
、
田
母
神
、
栃
山
神
、
橘
、
小

原
田
、
桜

第
３
期
８
月
６
日（
火
）〜
11
日（
日
）

日
和
田
、
高
倉
、
行
健
、
行
健
第
二
、

明
健
、
小
泉
、
行
徳
、
富
田
、
富
田

東
、
高
野
、
鬼
生
田
、
三
町
目
、
大
田
、

根
木
屋

第
４
期
８
月
13
日（
火
）〜
18
日（
日
）

柴
宮
、
穂
積
、
三
和
、
多
田
野
、
多

田
野
堀
口
分
校
、
河
内
、
開
成
、
薫
、

大
槻
、
大
成
、
朝
日
が
丘
、
ザ
べ
リ

オ
学
園

第
５
期
８
月
20
日（
火
）〜
25
日（
日
）

金
透
、
芳
山
、
芳
賀
、
桃
見
台
、
赤
木
、

白
岩
、
東
芳
、
大
島
、
緑
ヶ
丘
第
一
、

宮
城
、
海
老
根
、
御
舘
、
御
舘
下
枝

分
校

【
夏
休
み
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

風
土
記
の
丘
発 

図
工
＆
美
術
の
時
間

へ
よ
う
こ
そ
！　

パ
ー
ト
Ⅷ

　

小
中
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
、
図
工
と

美
術
の
授
業
を
体
験
。
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー

マ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
８
月
３
日（
土
）

　
　
　

午
前
の
部　

11
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
の
部　

２
時
〜
３
時

講
師
／
郡
山
市
内
の
小
中
学
校
の
先
生

場
所
／
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
な
ど

※
各
コ
ー
ナ
ー
と
も
先
着
15
名
程
度

　

予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

常
設
展
示

■
〜
９
月
１
日（
日
）

展
示
室
１　

イ
ギ
リ
ス
の
肖
像
画

展
示
室
２　

季
節
の
移
ろ
い
―
夏
か
ら
秋
へ

展
示
室
３　

戦
後
の
日
本
美
術

展
示
室
４　

戦
後
の
日
本
版
画
／

小
特
集　

佐
藤
潤
四
郎
の
ス
ケ
ッ
チ

■
９
月
４
日（
水
）〜
12
月
１
日（
日
）

展
示
室
１　

イ
ギ
リ
ス
美
術
名
作
選

展
示
室
２　

洋
画
事
始
め

展
示
室
３　

美
術
と
社
会

展
示
室
４　

イ
ギ
リ
ス
の
版
画
／

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
と
日
本

※
９
月
３
日（
火
）は
、
展
示
替
え
の
た
め
常
設
展
示
室
は

　

ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。抹茶ファンにはたまらない、５月からの新メニューをご紹介！

黒蜜抹茶のパンケーキと抹茶カプチーノ。パンケーキは、ナ
イフとフォークで食べるあんみつみたい。ほどよい甘さの黒
蜜がお口いっぱいにひろがります。抹茶カプチーノは、黒蜜がかけてあるフォー
ムミルク、エスプレッソ、そして抹茶ミルクが層になっていて、見た目も楽しい！
もったいないけど、ゆっくりかき混ぜて召し上がれ！
営業時間  11：00-17：00　電話  024-942-2250

T O P I C S

美術館のカフェ　j u j u  1 3 0  c a f e
（ジュジュ　イチサンマル　カフェ）

郡 山 市 立 美 術 館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666  福 島 県 郡 山 市 安 原 町 字 大 谷 地130-2
電話 024-956-2200　ファックス 024-956-2350
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/bijyutukan/

この印刷物は、適切に育まれた森から
生まれたFSC®認証紙と、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

昨年の「第11回風土記の丘の美術展」会場

昨年の「風土記の丘発　図工＆美術の時間へ
ようこそ！　パートⅦ」会場

平成25年度〈アート・テーク〉
昨年から始まりました＜アート・テーク＞。文字通り「アートを
捉える」、さらに「アートから捉える」ことを目的とした年６回の
文化講座です。


